
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 104 

 

令和５年度 英語科 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、1.2年生で培った「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」

という４技能の力を発展させる授業です。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーション及び大学入試でどのように使われるか、ということを意識

して学習することが大切です。 

・音読は英語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にき

ちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 

話すこと① 書くこと② 聞くこと③ 読むこと④ 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

◆身近なトピックに関

して、わずかな時間の

準備で、１分程度のス

ピーチができる。その

際には具体的な理由を

添えて自分の意見を述

べることができる。 

 

◆興味・関心のあるト

ピックに関して、具体

的な理由を示しながら

説得力をもって、賛成

や反対の意見を述べる

ことができる。 

 

英語理解 

・ディスカ

ッション 

 

時事英語 

・プレゼン

テーション 

・スピーチ 

 

デ ィ ベ ー

ト・ディス

カッション 

・ディスカ

ッション 

・スピーチ 

 

◆複数の段落で、序論・本

論・結論を意識して、時間

をかけた修正を経て、自分

の意見をわかりやすく書く

ことができる。 

 

◆自分のよく知っているト

ピックに関して、参考文献

やインターネットなどから

情報を収集し、それをまと

めた文章を書くことができ

る。 

英語理解 

・定期考査 

 

時事英語 

・プレゼン

テーション 

・エッセイ 

 

英語研究 

・課題作文 

・定期考査 

◆自分の得意とする分野

に関する自然な速さで

話されるスピーチや会

話（３～５分）を聞い

て、ポイントをつかみ

ながら内容を理解する

ことができる。 

 

◆自然な速さで標準的な

発音で話されるテレビ

番組や映画の母語話者

どうしの会話の要点を

理解することがでる。 

英語理解 

・内容理解

Q＆A 

・リスニン

グテスト 

・定期考査 

 

時事英語 

・内容理解

Q＆A 

・プレゼン

テーション 

・インタビ

ュー 

・定期考査 

◆まとまりのある

英文を後戻りする

ことなく一定時間

内に読み、各段落の

トピック、サポー

ト、例示、詳細など

を抑えながら、全体

の要旨を理解する

ことができる。 

 

◆難しい部分を読

み返すなどしなが

ら、高度な内容につ

いて精読できる。 

英語理解 

・長文要約 

 

英語研究 

時事英語 

・定期考査 

 

 

  

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ４単位 第３学年 

CROWN English CommunicationⅢ (三省堂)  

予習サブノート・ワークブック advanced (三省堂) 

共通テスト英語模擬演習 40min・大学入学共通テスト

リスニング分野別 10min・LISTENING TEST 

30minutes× 7 共通テストリスニング (エミル出版) 

入試長文 SKYWARD SKY Course  (桐原書店)   

NEO 現代を探る Advanced (いいずな書店)  



※令和３年度以前入学生用 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

意欲的に授業参加することが

できているか。授業中のアク

ティビティ等の取り組みに、

積極的に参加できているかを

的確に評価できる方法で実

施。 

・出席、アクティビティ、 

 課題提出 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。  

 

・考査、課題提出 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で 

実施。 

 

・考査、ワークシート 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

・考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4 

( 6 時間) 
グローバル化に

伴う貧困率の低

下と貧富の差の

拡大について理

解し、ポール・ピ

フが後者の問題

をどのように捉

え、分析したか

理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・貧富の差の拡大につ

いて知っている情報を

間違うことをおそれ

ず、積極的に話す。 

・各セクションを読み、

予習サブノートで各自予

習を行い、意識を高めて

おく。 

・Can・Doリスト 

①②③ 

 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・貧富の差の拡大につ

いて適切に書く。 

・セクションごとに興

味を引かれたことについ

て、ワークブック等に英

語で書く。 

・Can・Doリスト 

②③ 

 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・貧富の差の拡大につ

いて読んだことを理解

する。 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Doリスト 

  ④ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較の表現 ・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・比較表現の使い方

を理解している。 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

Lesson 7 

( 6 時間) 
デイビッド・ク

リスタルのエッ

セイを読む。２

言語併用の現実

や言語の統制・

抑圧の事例など

を通し、自分自

身および他者の

母語の大切さを

知る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・２言語併用について

知っている情報を間

違うことをおそれ

ず、積極的に話す。 

・各セクションを読

み、予習サブノートで

各自予習を行い、意識

を高めておく。 

・Can・Doリスト 

①②③ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・２言語併用につい
て適切に書く。 

・セクションごとに興

味を引かれたことについ

て、ワークブック等に英

語で書く。 

・Can・Doリスト 

②③ 

 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・２言語併用につい
て読んだことを理
解する。 

・セクションごとに、関

連した写真などを見な

がら、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・Can・Doリスト 

④ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業

中のスピーキング評価、お

よび定期考査の記述部分を

判断材料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞句 ・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・慣用表現の使い方

を理解した 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

( 6 時間) 
リチャード・

ドーキンス

の科学エッ

セイを読む。

不思議な事

象と人々の

反応の事例

を通して、物

事を科学的

に考えるこ

との意義を

知る。 

 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・リチャードドーキン

スについて知っている

情報を間違うことをお

それず、積極的に話

す。 

・各セクションを読み、

予習サブノートで各自予

習を行い、意識を高めて

おく。 

・Can・Doリスト 

①②③ 

 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・リチャードドーキン

スについて適切に書
く。 

・セクションごとに興

味を引かれたことについ

て、ワークブック等に英

語で書く。 

・Can・Doリスト 

②③ 

 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・リチャードドーキン

スについて読んだこ
とを理解する。 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Doリスト 

④ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・多くの慣用表現 ・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・様々な慣用表現の

使い方について理解

する。 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

Lesson 9 

( 6 時間) 
1960年に必

要とされた

食糧危機に

対する改革

「グリーン

レボルーシ

ョン」と、

2010年に必

要とされた

水危機に対

する改革「ブ

ルーレボル

ーション」に

ついて理解

する。 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グリーン及びブルー

レボルーションにつ

いて知っている情報

を間違うことをおそ

れず、積極的に話

す。 

・各セクションを読み、

予習サブノートで各自予

習を行い、意識を高めて

おく。 

・Can・Doリスト 

①②③ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・グリーン及びブルー

レボルーションにつ

いて適切に書く。 

・セクションごとに興

味を引かれたことについ

て、ワークブック等に英

語で書く。 

・Can・Doリスト 

②③ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・グリーン及びブルー

レボルーションについ

て読んだことを理解す

る。 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Doリスト 

④ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・多くの慣用表現 ・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・様々な慣用表現の

使い方について理解

する。 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 



※令和３年度以前入学生用 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10 

( 6 時間) 
世界で唯一

実践で原子

爆弾を使用

したアメリ

カの前大統

領バラク・オ

バマ氏の、広

島スピーチ

を読み、核兵

器のない世

界を目指す

必要性を理

解する。 

 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。知っている情

報を間違うことをおそ

れず、積極的に話す。 

・各セクションを読み、

予習サブノートで各自予

習を行い、意識を高めて

おく。 

・Can・Doリスト 

①②③ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・オバマ氏のスピーチ

について適切に書
く。 

・セクションごとに興

味を引かれたことに

ついて、ワークブッ

ク等に英語で書く。 

・Can・Doリスト 

②③ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・オバマ氏のスピーチ

について読んだことを

理解する。 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Doリスト 

④ 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・接続詞的表現の使い

方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・接続詞的表現の使

い方を理解してい

る。 

ペア・グループワークの様

子、授業中の提出物、授業中

のスピーキング評価、および

定期考査の記述部分を判断材

料として活用する。 

NEO 現代

を探る 

(20 時間) 

入試長文 

SKYWARD 

SKY 

Course   

(16 時間) 

 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「外国語表現の能力」 

    

「外国語理解の能力」 

 NEO 現代を探る 

入試長文 SKYWARD SKY 

Course 

 ・定期テストの筆記テストに

おいて、内容理解を問う出題

により、内容理解ができてい

るかを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

    



※令和３年度以前入学生用 

 


